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論文内容の要旨
温度は植物の成長や分化を調節する重要な環境要因の一つで、ある。温度に対する植物の応答に関する研
究は、低温や高温ストレス適応に関したものが大半であり、生理的な温度範囲で、の反応については、ほと
んど解析されていない。本研究では、植物が生育する際にさらされる範囲の温度シグナルによって植物の
成長速度が調節される機構について、細胞壁の構造が異なる単子葉イネ科植物のイネと双子葉植物のアズ
キを用いて解析した。
両植物の芽生えを暗所10--500Cの温度条件で育てると、成長速度はイネ幼葉鞘では400C、アズキ上陸軸
では300Cで最大となり、この温度から離れるに従って低下した。この時、両器官の細胞壁伸展性も40ある
いは300Cで最も高く、成長速度と細胞壁伸展性との間に高い相関が見られた。したがって、温度シグナル
は生理的な範囲で、細胞壁伸展性を調節して成長速度を制御することが示された。細胞壁伸展性調節のし
くみを調べるために、細胞壁の化学的成分と多糖類分解酵素の活性について分析した。その結果、両植物
共にへミセルロース性多糖類の分子量が至適温度で最も小さく、この温度から離れるに従って増大した。
この分子量の変化は、イネでは(1→3)，(1→4)ーβーグルカンの、また、アズキではキシログルカンの分子
量変化によることが示された。これら多糖の分子量と細胞壁伸展性との問で高い負の相関が見られた。一
方、細胞壁中の多糖類分解酵素のうち、イネ幼葉鞘では(1→3)，(1→4)ーβーグルカナーゼのアズキ上匪軸
ではキシロ夕、ルカン分解酵素の活性が高かった。両酵素活性とも至適温度で育てた器官で最も高く、この
温度から離れるに従って低下した。また、これらの酵素活性と両多糖類の分子量変化とが対応することが
示された。
以上の結果から、生理的範囲の温度条件において、植物は温度シグナルに応じて(1→3)，(1→4)-s-グ
ルカナーゼやキシログ、ルカン分解酵素活性を調節し、多糖類の分子量を変化させることにより細胞壁伸展
性を制御し、成長速度を調節することが明らかになった。
論文審査の結果の要旨
温度は植物の成長や分化を調節する重要な環境要因の一つで、ある。しかし、温度に対する植物の応答に
関する研究は、低温や高温ストレス適応に関したものが大部分であり、植物が通常生育する際に曝される
範囲の温度シグナルに対する反応については明らかでなかった。本論文の著者は、生理的温度条件下での
植物の成長調節機構を詳細に解析し、特定の細胞壁多糖の代謝制御を介した調節のしくみを初めて明らか
にしfこ。
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細胞壁の構造が異なる単子葉イネ科植物のイネと双子葉植物であるアズキの芽生えを暗所10--500Cの温
度条件で生育させると、成長速度はイネ幼葉鞘では400C、アズキ上陸軸では300Cで最大となり、この温度
から離れるにしたがって低下した。この時、両器宮の細胞壁伸展性も40あるいは300Cで最も高く、成長速
度と細胞壁伸展性との聞に高い相関が見られた。このような温度による細胞壁伸展性調節のしくみを明ら
かにするために、細胞壁多糖の構造及び、物理化学的性質と多糖分解酵素の活性について分析した結果、両
植物ともにへミセルロース性多糖類の分子量が至適温度で最も小さく、この温度から離れるにしたがって
増大した。この分子量の変化は、イネでは(1→3)，(1→4)-β-クールカンの、そして、アズキではキシログ
ルカンの分子量変化によっていた。また、イネ幼葉鞘では(1→3)，(1→4)-s-夕、、ルカナーゼの、一方、ア
ズキ上陸軸ではキシログルカン分解酵素の活性が、至適温度で生育した器官で最も高く、この温度から離
れるにしたがって低下した。これに対して、他の細胞壁多糖類の分子量あるいは細胞壁多糖分解酵素群の
活性は、温度の違いと対応した変化を示さなかった。また、浸透圧も、温度シグナルによる成長調節には
関与しないことがわかった。
本研究の結果、生理的範囲の温度条件において、植物は温度シグナルに応じて(1→3)，(1→4)ーβ-クりレ
カナーゼやキシログ、ルカン分解酵素活性を調節し、両多糖類の分子量を変化させることにより細胞壁伸展
性を制御して、成長速度を調節することが明らかになった。これらの成果は、植物の成長調節並び、に環境
応答機構の理解に大いに貢献するものであり、本論文は博士(理学)の学位を授与するに値するものと審
査した。
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